
平成　２年  ４月［初　  版］

平成　３年  ７月［改訂  Ⅰ］

平成１２年  ４月［改訂  Ⅱ］

平成１３年  ４月［改訂  Ⅲ］

平成１５年  ４月［改訂  Ⅳ］

平成１６年  ４月［改訂  Ⅴ］

令和　５年  ４月［改訂  Ⅵ］

平　　塚　　市

道　路　標　準　構　造　図

令和　５年 ４月〔改訂　Ⅵ〕



総則 

使用上の注意事項 

１ 本道路標準構造図は、平塚市内の道路の設計、積算、施工に適用するものであり、道路構造物の平準化、統一化、 

共通化を図ることを目的に定めたものである。 

２ ここでの標準とは、あくまで標準的な条件及び状況、場所等を勘案して図面化したものであり、特別な設計条件、設

置場所、施工状況となる場合は、その条件に適した設計としなければならないことに充分留意する。 

３ 本道路標準構造図は、必要最小限の寸法を記しているため、施工する便宜上、材質や大きさなど施工者の都合による

変更は構造物の機能、品質、耐荷力などが劣らない限り可能とする。ただし、事前に道路管理者と協議のうえ承認を

得るものとする。 

４ プレキャスト製品や鋼製品などは、製品メーカーにより寸法が異なるが、設計・積算を標準化するため、JIS規格品や

汎用性のあるものを記載している。機能や性能が同等以上であれば類似品の使用も可能とする。 

平  塚  市   



大分類 中分類 小分類 規格 ﾍﾟｰｼﾞ 大分類 中分類 小分類 規格 ﾍﾟｰｼﾞ
　上ふた式 1 　Ｌ形雨水桝工 　300用 G蓋 32
　落ちふた式 2 　プレキャスト管渠形側溝桝工 　300～400用LM 33

　プレキャストＬ形側溝工 　300用 3 　450用 G蓋 34
　300側溝蓋 4 　600用 G蓋 35
　300床版 5 　800用 G蓋 36
　400床版 6 　歩道450用細目 G蓋 37
　450床版 7 　マウントアップ式 38
　500床版 8 　セミフラット式 39
　600床版 9 　マウントアップ式 40

　現場打床版工 　300側溝蓋補修 10 　セミフラット式 41
　300グレーチング 11 　土中建込 42
　450グレーチング 12 　ｺﾝｸﾘｰﾄ建込 43

　プレキャスト管渠形側溝工 　縁石一体型側溝 13 　ガードパイプ工 　土中建込 44
　300用 14 　横断防止柵工 　P種　ビーム 45
　400用 15 　P種　縦柵パネル 46
　500用 16 　P種 ビーム･縦柵パネル 47
　600用 17 視線誘導標 　視線誘導標設置工 　土中、ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ 48
　300用（土留タイプ） 18 車止 　車止めポスト設置工 　 49
　400用（土留タイプ） 19 　１面 50
　500用（土留タイプ） 20 　２面 51
　600用（土留タイプ） 21 　地先境界ブロック 52

　自由勾配側溝蓋 　現場打タイプ 22 　現場打コンクリート 53
暗渠 　プレキャスト横断暗渠工 　240～600用 23 　アスカーブ設置工 54

　マウントアップ式 24 　並木桝工、植樹帯工 55
　セミフラット式 25 　ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 56
　切下げ平B-7,セイフティ 26 　視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ 57
　切下げⅢ型,切下げ平B-10 27 　自転車通行帯 　路面標示、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ 58
　マウントアップ式 28 　直線ﾃｰﾊﾟｰﾎﾟｰﾙ、単独 59
　セミフラット式 29 　直線ﾃｰﾊﾟｰﾎﾟｰﾙ、連続 60
　マウントアップ式 30
　セミフラット式 31

　Ｌ形街渠桝工

　プレキャストボックス側溝桝工

側溝

　舗装止工（縁石工）

排水工　プレキャストU形側溝工

　現場打側溝工

　現場打横断側溝工 交通安全
施設工

桝

　転落防止柵工

排水工

　現場打集水桝工

　ガードレール工

道路反射鏡 　道路反射鏡基礎工

　自由勾配側溝工

　プレキャストボックス側溝工

　道路照明灯設置工

　ブロック舗装　Ｌ形街渠工

街渠

歩行者
 自転車用柵

　Ｌ形管渠工

車両用
　防護柵

付帯工
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２．　鉄筋コンクリートＵ形用蓋は、JIS A 5372　2種を使用する。

３．　目地間隔は、５ｍｍとする。

１．　鉄筋コンクリ－トＵ形は、JIS A 5372　1種を標準とする。
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基礎材（ＲＣ－４０）

舗装止Ｕ形

嵩上グレ－チング蓋

Ｃｏ１８Ｎ
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３．鉄筋コンクリートＵ形蓋は、JIS A 5372 3種を標準とする。

４．指定により細目グレ－チング蓋を使用する場合は、手掛け付きを使用する。

５．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

６．グレ－チング蓋は、鎖付き（フック付アンカー）とし、耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

２．嵩上グレ－チング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

１．鉄筋コンクリートＵ形は、 JIS A 5372 3種を標準とする。

注 意 事 項

３種蓋(L=500)嵩上Ｇ蓋(L=1000)

モルタル
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（１０ｍ当り）

モルタル型　枠 ＲＣＬ形

材　料　表
規　格

m

１．鉄筋コンクリートＬ形は、JIS A 5372　1種を使用する。

断　　面　　図
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注 意 事 項

300

３．目地間隔は、５mmとする。

４．アゴ高ｈ=５０mm（Ｈ=１０５mm）を原則とする。
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基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材（ＲＣ－４０）

５００×４３０×
１２０

１００

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ２４Ｎ
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注 意 事 項

１．製品甲蓋は、平塚市型２種蓋とする。
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現場打側溝工（３００　側溝蓋）

２．嵩上グレ－チング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．嵩上グレ－チング蓋は、鎖付き（フック付アンカー）とし、耐荷重Ｔ-２５を標準としている
　　が、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。
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スペーサー
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現場打側溝工（３００　床版）
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2

80

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

注 意 事 項

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

１．グレーチング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

Ｇ蓋

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

９９５×４００×５０

Ｈ
４

６０　 ２０

２
０

１０

基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材（ＲＣ－４０）

埋残型枠（ＧＲＣ製）
ｗ＝３９０ｔ＝６

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

５
６

Ｃｏ２４Ｎ

グレ－チング蓋

（コンクリート製）

スペーサー



Ｃｏ１８Ｎ 鉄筋表(10ｍ当り)

長さ

m

0.30

本数

本

20

0.55

27.5

7.5

7.5

7.5

7.5

m
2

埋残型枠

3.0

2.8

2.7

2.5

2.4

639

589

539

489

439

Ｈ３
組Kg

659

609

559

509

459

Ｈ４ 鉄筋Ｄ１３

m
3 m 2m

2m
2mm

3

1030

980

930

880

830

600

550

500

450

400

600

550

500

450

400 × 400

Ｈ２Ｈ１ 片側型枠両側型枠基礎材

（１０ｍ当り）（単位　ｍｍ）
規　　格

寸　法　表 材　　料　　表

目 地 材

Ｈ
２

Ｈ
１

１
５
０

２
０

１
１
０

１
５
０

５０

７５０

７００

１５０４００７０

２０

６０

３
０ １
３
０

１５０４００７０

２０

６０

７００

Ｈ
２

Ｈ
３

１
５
０

２
０

７
１

１
５
０

５０

７５０

７００

Ｈ
４

７
１

７００

ｂ－ｂ’断面

ａ－ａ’断面

Ｃｏ２４Ｎ

－６－

現場打側溝工（４００　床版）

平　　塚　　市

0.59

0.59

0.59

0.59

0.59

26.6

28.6

30.6

32.6

34.6

19.3

21.3

22.8

24.3

25.8

3.9

3.9

3.9

3.9

3.9

0.63

0.66

0.69

0.72

0.75

98.3

98.3

98.3

98.3

98.3

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.90

4.90

10

2

80

５００２５０ ２５０２５０２５０

１０００５０５０

６
２
０

４
５

４
５

７
０
０

８
０

３
０

４
＠
１
２
５
＝
５
０
０

床　版　配　筋　図

５０００

３９＠１００＝３９００

５－Ｄ１３×３９００

１－Ｄ１３×４９００

４
０
－
Ｄ
１
３
×
５
５
０

さし筋　７＠５００－Ｄ１３×３００

注 意 事 項

１．グレーチング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

Ｇ蓋

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

ｂ’ａ’

ｂａ

ｔ＝８ ｗ＝４９０

埋残型枠（ＧＲＣ製）

９９５×５００×６５

６０　 ２０

１０

基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

２
０

Ｃｏ２４Ｎ

グレ－チング蓋

（コンクリート製）

スペーサー



鉄筋表(10ｍ当り)

長さ

m

0.30

本数

本

20

0.59

28.0

8.0

8.0

8.0

埋残型枠

m 2

3.0

2.9

2.6

639

589

539

489

Ｈ３
組Kg

659

609

559

509

Ｈ４ 鉄筋Ｄ１３

m
3 m 2m

2m
2mm

3

1040

990

940

890

600

550

500

450

600

550

500

450 × 450

Ｈ２Ｈ１ 片側型枠両側型枠

（１０ｍ当り）（単位　ｍｍ）
規　　格

寸　法　表

基 礎 材

材　　料　　表

目 地 材Ｃｏ１８Ｎ

１５０４５０７０

２０

６０

５０

８００

７５０

７５０

３
０

Ｈ
２

Ｈ
１

１
５
０

１
４
０

２
０

１
２
０

１
５
０

ａ－ａ’断面

Ｈ
４

８
１

１５０４５０７０

２０

６０

５０

８００

７５０

７５０

Ｈ
２

Ｈ
３

１
５
０

２
０

８
１

１
５
０

ｂ－ｂ’断面

Ｃｏ２４Ｎ

平　　塚　　市－７－

現場打側溝工（４５０　床版）

2.8

29.3

31.3

33.3

35.3

21.9

23.4

24.9

26.4

4.3

4.3

4.3

4.3

0.71

0.74

0.77

0.80

101.5

101.5

101.5

101.5

2.0

2.0

2.0

2.0

3.90

4.90

10

2

80

0.70

0.70

0.70

0.70

６
７
０

５
０

５
０

７
５
０

８
０

３
０

４
＠
１
３
５
＝
５
４
０

１０００５０５０

２５０ ２５０ ２５０５００２５０

床　版　配　筋　図

５０００

３９＠１００＝３９００

５－Ｄ１３×３９００

１－Ｄ１３×４９００

４
０
－
Ｄ
１
３
×
５
９
０

さし筋　７＠５００－Ｄ１３×３００

注 意 事 項

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

１．グレーチング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

Ｇ蓋

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

ｂ’

ｂ

ａ’

ａ

埋残型枠（ＧＲＣ製）

９９５×５５０×７５

６０　 ２０

１０

基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

２
０

ｔ＝１０ ｗ＝５４０

Ｃｏ２４Ｎ

グレ－チング蓋

（コンクリート製）

スペーサー



28.5

8.5

8.5

m
2

埋残型枠

3.0

624

574

524

Ｈ３
組Kg

645

594

545

Ｈ４ 鉄筋Ｄ１３

m
3 m

2
m
2m 2mm

3

1040

990

940

600

550

500

× 600

× 550

500 × 500

Ｈ２Ｈ１ 片側型枠両側型枠

（１０ｍ当り）（単位　ｍｍ）
規　　格

寸　法　表

基 礎 材

材　　料　　表

目 地 材Ｃｏ１８Ｎ

鉄筋表(10ｍ当り)

長さ

m

0.30 20

本

本数

0.65

ｂ－ｂ’断面

ａ－ａ’断面

２０

５０

８５０

８００

８００

２
０

１
２
０

５０

８５０

８００

８００

３
０

Ｈ
４

９
６

Ｈ
２

Ｈ
３

１
５
０

２
０

９
６

１
５
０

Ｈ
２

Ｈ
１

１
５
０

１
５
０

２０

１５０５００７０６０

１５０５００７０６０

１
４
０

Ｃｏ２４Ｎ

平　　塚　　市－８－

現場打側溝工（５００　床版）

3.2

0.75

0.75

0.75

31.8

33.8

35.8

23.9

25.4

26.9

4.7

4.7

4.7

0.76

0.79

0.82

114.0

114.0

114.0

2.0

2.0

2.0

3.90

4.90 2

80

122.9

７
２
０

４
５

４
５

８
０
０

８
０

３
０

５
＠
１
２
０
＝
６
０
０

１０００５０５０

床　版　配　筋　図

５００２５０ ２５０ ２５０ ２５０

５０００

３９＠１００＝３９００

６－Ｄ１３×３９００

１－Ｄ１３×４９００

４
０
－
Ｄ
１
３
×
６
５
０

さし筋　７＠５００－Ｄ１３×３００

注 意 事 項

１．グレ－チング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

Ｇ蓋

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

ｂ’

ｂ

ａ’

ａ
基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

９９５×６００×９０

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

埋残型枠（ＧＲＣ製）

６０　 ２０

２
０

１０

Ｃｏ２４Ｎ

ｔ＝１０ ｗ＝５９０

グレ－チング蓋

（コンクリート製）

スペーサー



200.30

本m

本数長さ

鉄筋表(10ｍ当り)

0.76

規　　格

×600 600

Ｃｏ１８Ｎ

3m m 3

材　　料　　表 （１０ｍ当り）

基礎材

9.7 m 2

両側型枠

m 2

片側型枠
2m

埋残型枠

m 2

地目 材

m 2

鉄筋Ｄ１３

Kg 組

５０ ５０ １０００

２５０ ２５０ ２５０ ２５０５００

９
２
０

８
３
０

９
０

３
０

６
＠
１
２
０
＝
７
２
０

４
０ ４
０

１６０６００７０

２０

７０

９２０

３
０ １
５
０

５０

９７０

９２０

１
０
５
０

６
０
０

１
５
０

２
０

１
３
０

１
５
０

１６０６００７０

２０

７０

９２０

９
６

６
５
４

５０

９７０

９２０

９
６

１
０
５
０ ６
３
４

１
５
０

２
０

１
５
０

ｂ－ｂ’断面

ａ－ａ’断面 床版配筋図

Ｃｏ２４Ｎ

平　　塚　　市－９－

現場打側溝工（６００　床版）

５０００

３９＠１００＝３９００

７－Ｄ１３×３９００

１－Ｄ１３×４９００

４
０
－
Ｄ
１
３
×
７
６
０

さし筋　７＠５００－Ｄ１３×３００

3.3 0.93 37.0 28.0 5.5 0.94 130.54 2.0 3.90

4.90 2

80

14

注 意 事 項

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

１．グレ－チング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

Ｇ蓋

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

ａ’ ｂ’

ｂａ
埋残型枠（ＧＲＣ製）

２
０

１０

基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

７０　 ２０

ｔ＝１３ｗ＝６９０

Ｃｏ２４Ｎ

９９５×７００×９０

グレ－チング蓋

（コンクリート製）

スペーサー



m 本

1.00

0.44

0.20

鉄筋表(10ｍ当り)

長さ 本数

ｂ－ｂ’断面

ａ－ａ’断面 ａ－ａ’断面

ｂ－ｂ’断面

タイプ１ タイプ２
（天端：斜） （天端：平）

１５０　３００７０

２０

６０

６００

１５０３００７０

２０

６０

６００

１５０３００７０

６００

１５０　３００

６００

１５０　

３
０

２
０

１
２
０

２
０

１
０
０

３
０

１
０
０

５
６

８０

５
６

22

平　　塚　　市－１０－

１
０
０５
６

８
０

１
０
０

破断面

横筋Ｄ13×1000

差筋Ｄ13×200
差筋Ｄ13×200

横筋Ｄ13×1000

１
２
０

3.90

4.90

8

2

2

80

破断面 破断面

m
2

埋残型枠
組Kg

鉄筋Ｄ１３

3
m 2m

2

（１０ｍ当り）材　　料　　表

削　孔

箇所

2 Kg3 2m
2

箇所 mm

m

m

形　式

タイプ１

タイプ２ 天端：平

22

22

型　枠

組

Ｃｏ２４Ｎ 目 地 材

天端：斜 0.51

0.46

1.83

1.62

3.12

3.12

0.06

0.05

82.2

82.2

2.0

2.0

現場打床版工（３００側溝蓋補修）

床　版　配　筋　図

５０

２５０

１０００５０

２５０ ２５０ ２５０５００

２５０ ５００ ２５０

５
２
０

５
０

５
０

６
０
０

８
０

３
＠
１
３
０
＝
３
９
０
３
０

１－Ｄ１３×１０００

５０００

３９＠１００＝３９００

４－Ｄ１３×３９００

１－Ｄ１３×４９００

４
０
－
Ｄ
１
３
×
４
４
０

差筋　７＠５００－Ｄ１３×２００

注 意 事 項

１．グレ－チング蓋は耐荷重Ｔ-２５を標準としているが、路線によって道路管理者の指定する
　　荷重を採用する。

２．グレ－チング蓋はノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．グレーチング蓋は受枠付きを使用し、道路管理者の指示によってはボルト固定、
　　鎖付きアンカー（フック付アンカー）固定、細目・手掛付きなどを使用するものとする。

Ｇ蓋

グレ－チング蓋(受枠付)グレ－チング蓋(受枠付)

４．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。６０　 ２０

１０

２
０

ａ’

ａ

ｂ’

ｂ

９９５×４００×５０ ９９５×４００×５０

Ｃｏ２４Ｎ Ｃｏ２４Ｎ

埋残型枠（ＧＲＣ製）
ｗ＝３９０ ｔ＝６

（コンクリート製）

スペーサー

（コンクリート製）

スペーサー

埋残型枠（ＧＲＣ製）
ｗ＝３９０ ｔ＝６



注　意　事　項

断　　面　　図

27.0
組

m m
2m

3
10.021.42.1300 × 300
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１．グレ－チング溝蓋は、受枠付きボルト固定式、耐荷重Ｔ-２５、

　　ノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

道路の縦断勾配に

配慮して設置すること。

平　　塚　　市－１１－

横断側溝工

２．グレーチング溝蓋は、道路管理者の指示によっては、細目を使用する。

（１０ｍ当り）材　　料　　表

３００×３００

Ｇ蓋固定

３．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

９９５×４００×５５

グレ－チング溝蓋
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道路の縦断勾配に

配慮して設置すること。

平　　塚　　市－１２－

横断側溝工

注 意 事 項

１．グレ－チング溝蓋は、受枠付きボルト固定式、耐荷重Ｔ-２５、

　　ノンスリップ加工を標準とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

（１０ｍ当り）材　　料　　表

２．グレーチング溝蓋は、道路管理者の指示によっては、細目を使用する。

４５０×４５０

Ｇ蓋固定

３．グレ－チング蓋の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

基礎材（ＲＣ－４０）

９９５×５５０×７５

グレ－チング溝蓋

断　　面　　図

Ｃｏ１８Ｎ



平　　塚　　市

プレキャスト管渠形側溝工
　　　　　　（縁石一体型側溝）

モルタル

断　　面　　図

－１３－

モルタル

管渠形側溝（Ｌ）

Ｌ＝２０００

断　　面　　図

１．流水断面は卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

注 意 事 項

２．管渠形側溝本体は縁石一体形とし、乗り上げ段差５０mmを標準とする。また、耐荷重はＴ-２５を標準とする。

４．部材接合部は、ゴムパッキン・シール材などで止水処置をする。

アゴ高　５０mm

アゴ高　２０mm

管渠形側溝(L)

規　　格

485
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458

598631

745

（１０ｍ当り）

2.0

2.0

5.0

5.0

2.0 5.0

材　 料　 表
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（単位ｍｍ）寸　 法　 表

3
m

規　　格

（１０ｍ当り）

モルタル基　礎　材

0.04 Kg471

コンクリ－ト

2.0 5.0

規　　格
型　　　枠

表

0.44 4.9

管渠形側溝

材　 料　

2 3
mm

個3
m m

2

コンクリ－ト 基　礎　材 型　　　枠 モルタル 管渠形側溝 ＬＧＬ

ア ゴ 高  ５ ０ m m

ア ゴ 高  ２ ０ m m

300(L・LG)

参考重量　kg/2m

参考重量　kg/2m

LGL

Kg444

グレ－チング管渠形側溝（ＬＧ）

モルタル

断　　面　　図

モルタル

グレ－チング
Ｌ＝２０００

断　　面　　図
管渠形側溝（ＬＧ）

300(L・LG)

350(L・LG)

400(L・LG)

300(L・LG)

350(L・LG)

400(L・LG)

６．グレーチング蓋は、設計荷重Ｔ－２５としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

５．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

３．グレーチング蓋はノンスリップ加工の開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０㎜のものを使用する。

７．この構造を使用しない場合は、道路管理者と協議して決定する。

８．設置箇所の付近に既存で設置されている場合は、この構造を用いる。
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基礎材（ＲＣ－４０）

４％

６％

Ｃｏ１８Ｎ

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

基礎材（ＲＣ－４０）

４％

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

６％



寸    法　　(㎜)

１Ｂ Ｂ２ H e ３（ｍ　） （ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２ （本）

製　品

１８Ｎ

コンクリート

745

845

0.560

0.580 0.530

0.510

2.000 5.0

945

1045

1145

1245

●　寸 法 表 及 び 材 料 表

（10ｍ当り）

３００×３００～１１００　標準断面図

50Ｂ

Ｂ

1
0
0

１

２

平　　塚　　市－１４－

e

H

a=300

500

9
5

1
0

1
0
0

モルタル

基礎砕石

（ＲＣー４０）

自由勾配側溝（３００用）

500 550 445 50 0.550 0.500

510 560 55

545

645

530 580 65

550 600 75

570 620 85

0.600

0.620 0.570

0.550

(㎜)

   300

   400

   500

   600

   700

   800

   900

  1000

  1100

内空高

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

注 意 事 項

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

インバートコンクリート



●　寸 法 表 及 び 材 料 表

（10ｍ当り）

４００×４００～１２００　標準断面図

２ＢＢ１

寸    法　　(㎜)

2.000

（ｍ　）３

（ＲＣー４０）

基礎砕石

（ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２ （本）

製　品

１８Ｎ

コンクリート

1
0
0

Ｂ

Ｂ

１

２

50

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

平　　塚　　市－１５－

注 意 事 項

610

e

H

1
1
0

a=400

1
0
0
1
0

モルタル

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

H e

5.0

自由勾配側溝（４００用）

(㎜)

内空高

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

680 730 90 0.730 0.680

640 690 70 0.690 0.640

660

760

860

960

1060

1160

1260

1360

610 660 560 55 0.660 0.610

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート



●　寸 法 表 及 び 材 料 表

790 840

820770

740 790

Ｂ２Ｂ１

寸    法　　(㎜)

Ｈ ｅ

575

675

775 70

875

975

1075

1175 85

1275

1375

1475

1575

95 0.840 0.790

0.7700.820

2.000 5.0

0.7400.790

（ｍ　）３ （ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２

製　品

（本）

（10ｍ当り）

コンクリート

１８Ｎ

1
0
0

Ｂ

Ｂ

１

２

50

５００×４００～１４００　標準断面図

平　　塚　　市－１６－

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

720

H

1
2
5

ea=500

1
0

1
0
0

モルタル

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

基礎砕石

（ＲＣー４０）

自由勾配側溝（５００用）

内空高

(㎜)

  500

  600

  700

  800

  900

 1000

 1100

 1200

 1300

 1400

  400

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

基礎コンクリート

基礎砕石

5
0
以
上

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート
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0
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６００×４００～１５００　標準断面図
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●　寸 法 表 及 び 材 料 表
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0.8500.90075850 900
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１Ｂ ２Ｂ

寸    法　　(㎜)

H e ３（ｍ　） （ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２ （本）

製　品

（10ｍ当り）

コンクリート

１８Ｎ

平　　塚　　市－１７－

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

H

1
4
0

a=600 e

830

1
0
0
1
0

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

モルタル

基礎砕石

（ＲＣー４０）

自由勾配側溝（６００用）

  500

  600

  700

  800

  900

 1000

 1100

 1200

 1300

 1400

 1500

  400

内空高

(㎜)

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート



●　寸 法 表 及 び 材 料 表

Ｂ ｂ Ｂ１ Ｂ２ H e

寸 　   法　　　(㎜)

（ｍ　）３ （ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２ （本）

製　品

（10ｍ当り）

コンクリート

１８Ｎ

３００×３００～１１００　標準断面図

50Ｂ

Ｂ

1
0
0

1
0
0

１

２

平　　塚　　市－１８－

ea=300

500

H

9
5

ｂ

B

1
0

モルタル

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

自由勾配側溝（３００用・土留タイプ）

基礎砕石

（ＲＣー４０）

内空高

(㎜)

   400

   500

   600

   700

   800

   900

  1000

  1100

   300

350

445800750250700 0.7500.800

755 300 810 860 545 0.860 0.810

805 645910860 0.910 0.860

815 880 930 745 0.930 0.880

845980930400865 0.980 0.930 2.000 5.0

114511201070500985 1.120 1.070

1035 550 1120 1170 1245 1.170 1.120

1045

945

50

85

65

55

925 450 1000 1.050 1.000751050

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート



●　寸 法 表 及 び 材 料 表

（10ｍ当り）

e

寸 　   法　　　(㎜)

B b １Ｂ Ｂ２ H ３（ｍ　） （ｍ　）３

型　枠

２

製　品

（本）（ｍ　）

コンクリート

１８Ｎ

50Ｂ

Ｂ

１

２

1
0
0
1
0
0

４００×４００～１２００　標準断面図

平　　塚　　市－１９－

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

610

B

b

a=400 e

1
1
0

H
1
0

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

モルタル

自由勾配側溝（４００用・土留タイプ）

基礎砕石

（ＲＣー４０）

(㎜)

内空高

810 250 860 910 560 55

875 300 940 990 660

7601040990350925

975 400 1040 1090 860

1025 96011401090 2.000 5.0

1045

1145 550 1230 1280 1360

1095 500 12301180 90

1260

1160

1130 1180 1060

450

70

    600

    700

    800

    900

   1000

   1100

   1200

0.910 0.860

0.990 0.940

1.040 0.990

1.090 1.040

1.140 1.090

1.180 1.130

1.280 1.230

1.230 1.180

    400

    500

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート



５００×４００～１４００　標準断面図 ●　寸 法 表 及 び 材 料 表

Ｂ ｂ Ｂ１ Ｂ２ H e

寸 　   法　　　(㎜) 基礎砕石

（ｍ　）３ ３（ｍ　）

型　枠

（ｍ　）２

製　品

（10ｍ当り）

（本）

コンクリート

１８Ｎ

Ｂ

Ｂ

50１

２

1
0
0

平　　塚　　市－２０－

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

720

B

b

a=500 e

1
2
5

H
1
0

1
0
0

モルタル

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

自由勾配側溝（５００用・土留タイプ）

（ＲＣー４０）

(㎜)

内空高

930 250 990 1040 575 1.040 0.990

675

980 1.090 1.0401040300 1090

775

1030 350 1090 1140 875 1.140 1.090

1080 400 1140 1190 975 1.190 1.140

1075127012204501145 1.270 1.220 5.02.000

1195 500 1270 1320 1175 1.320 1.270

1245 13701320 1275 1.370 1.320

550

1255 1390 1.390 1.3401340 1375

144013906001305 1.440 1.3901475

1355 650 1440 1490 1575 1.490 1.440

   400

   500

   600

   700

   800

   900

  1000

  1100

  1200

  1300

  1400

70

85

95

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート



６００×４００～１５００　標準断面図

Ｂ

Ｂ

50１

２

1
0
0

平　　塚　　市－２１－

H

830

B

b

a=600 e

1
4
0

1
0
0
1
0

モルタル

自由勾配側溝（６００用・土留タイプ）

5
0
以
上

基礎コンクリート

基礎砕石

●　寸 法 表 及 び 材 料 表

Ｂ ｂ Ｂ１ Ｂ２ Ｈ ｅ （ｍ　）３ （ｍ　）３

型　枠

（ｍ　）２

製　品

（10ｍ当り）

（本）

コンクリート

１８Ｎ

基礎砕石

（ＲＣー４０）

寸 　   法　　　(㎜)内空高

(㎜)

590

1040 250 1100 1150 1.1001.150

690

790120011503001090 1.200 1.150

1140 350 1200 1250 890 1.250 1.200

75

12504001190 9901300 1.2501.300

1240 1300 1350 1090 1.350 1.300 2.000 5.0

450

14001265 1.35011901350 1.400

1465

1415

1365

1315 500

550

600

650

1400 1450 1290 1.4001.450

1.4501.5001500 13901450

100

1490

15501500 1.550 1.500

1590

1550 1600 1690 1.600 1.550

    400

    500

    600

    700

    800

    900

   1000

   1100

   1200

   1300

   1400

   1500

注 意 事 項

１．製品本体及び側溝蓋、グレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

２．基礎杭を設置する場合には、基礎コンクリート厚を１５cmとする。

３．開口部は現場打ちコンクリートを標準とする。別図－２２－自由勾配側溝蓋(現場打)を参照とする。

４．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

５．グレーチング蓋設置の間隔は５mを標準とする。

６．インバートコンクリートは５０mm以上とする。

７．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

インバートコンクリート
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●　寸 法 表 及 び 材 料 表

　３００～６００　標準断面図

   400

   500

   600

c d

410 95

110

125

140

65

呼 び 名 寸    法　　(㎜) 鉄　筋

ｂ （ｋｇ　）

360 0.04   300

ａ （ｍ　） （ｍ　）

0.39

（ＧＲＣ）

３ ２e f

510

610

710

450

110

95

80

125

25

30

Ｄ１３

埋残型枠

0.06

0.08

0.10

7.164

8.060

10.050

11.841

0.49

0.59

0.69

コンクリート　２４Ｎ

540

630 40

35

9 @ 1 0 0 = 9 0 0

4-D13×900

平　　塚　　市

1
0
-
D
1
3
×
※
C

－２２－

コンクリート

２４Ｎ

自由勾配側溝蓋（現場打タイプ）

埋残型枠　　ＧＲＣ

鉄筋　　Ｄ１３

スペーサー
（コンクリート製）



130

85

75

60

60

600

450

360

300

240

（単位ｍｍ）寸　法　表

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ＢＡ Ｈ

600

450

360

300

240

600

450

360

300

240 220

260

310

400

540 80

75

60

60

45 335

428

491

610

773 687

540

421

372

306 50

60

65

90

135

410

480

510

580

610

680

760

885

1125

規　　格

25.1

7.4

8.9

（１０ｍ当り）

コンクリ－ト モルタル

0.41

0.64

0.79

0.03

0.04

0.04

0.05

0.07

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3m 3mm 2m

暗渠ブロック

10

10

10

10

10

基　礎　材 型 　　枠

材　料　表

ｒ1 ｒ2 ｒ3

50

50

50

70

70

50

50

50

70

70

120

130

150

参　考
重　量
L=1000

kg155

220

297

450

775

本

Ｌ1 Ｌ2

1000

1000

1000

1000

1000

17

27

27

27

27

10

18

20

20

20

Ｌ

１
０
０ １
０

１
５
０

５０５０

b

a

ｅ

Ａ

Ｂ

Ｈ

f

ｇ
ｈ

Ｌ1 Ｌ2

１０００

平　　塚　　市－２３－

プレキャスト横断暗渠工

注 意 事 項

１．横断暗渠ブロックは、耐荷重Ｔ-２５を原則とする。

530

640

790

630

740

890

90

110 0.48

0.53

5.8

6.3

２．製品の使用については、事前に承認を受けるものとする。

c

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

横断暗渠ブロック

r1

r2
r3

d

Ｌ＝１０００

モルタル

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

モルタル



基礎材（ＲＣ－４０）

６％

Ｌ＝６００

断　　面　　図

Ｃｏ１８Ｎ １
５
０

１
０
０

２
５
０

ｈ

Ｂ１

５００

４９５

Ｂ２

Ｂ３

ｂ

寸　法　表

(
2
0
0
)

(
3
0
0
)

mm 31.2

1.2

1.2

27.7

8.0

8.1

44

66

80

0.12

0.12

0.12

0.03

0.03

0.03

16.5

16.5

16.5

本mm 323.1

3.1

3.1

m

ブロック
参考重量

44

66

80

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

0.80

0.82

0.83

2.1

2.1

2.1

0.08

0.08

0.08

0.03

0.03

0.03

16.5

16.5

16.5

本mmmm 33 2

基　礎　材 型　　　枠 目　地　材

材　　料　　表

m7.7

8.0

8.1

2

平　　塚　　市－２４－

ａ

５０

５
０

５
０

１
０

６
０

(
1
1
0
)

５０

１
０
０

Ｈ
２

Ｈ
１

モルタル

kg/本

kg/本

１．　歩車道境界ブロックは、JIS A 5371 を使用する。

２．　路盤上に施工する場合は、基礎材を省略する。

４．　歩車道境界ブロックは、Ｂブロックを標準とする。

注 意 事 項

片Ｒブロック（Ａ）

片Ｒブロック（Ｂ）

片Ｒブロック（Ｃ）

665

700

705

715

750

755

765

800

805

150

200

250

420

470

520

150

180

200170

205 250

180 210 300

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｈ１ Ｈ２ ａ ｂ ｈ

（単位　ｍｍ）

片Ｒブロック（Ａ）

片Ｒブロック（Ｂ）

片Ｒブロック（Ｃ）

665

700

705

715

750

755

765

800

805

150

200

250

370

420

470

150

180

200170

205 250

180 210 300

規　　　格
寸　法　表

エプロン厚
２００

エプロン厚
１５０

Ｌ形街渠工（マウントアップ式）

３．　ブロックの目地間隔は、５mmとする。

歩車道境界ブロック（片Ｒ）

５．　コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

2

2



Ｂ１

５００

４９５

５０ Ｂ２

Ｂ３

基礎材（ＲＣ－４０）

６％

ａ

ｂ

Ｌ＝６００

モルタル

寸　法　図

断　　面　　図

１５０

Ｃｏ１８Ｎ

Ｈ
２

Ｈ
１

１
０
０

ｈ

１
５
０

２
５
０

６
０
１
０
０

１
０
０

2

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

16.5

基　礎　材 型　　　枠

材　　料　　表

目　地　材

ｍ
1.0

(
2
0
0
)

(
1
1
0
)
１
０

１．　歩車道境界ブロックは、JIS A 5371 を使用する。

(
3
0
0
)

天端は、２％程度の水勾配をつける

ブロック
参考重量

平　　塚　　市－２５－

注 意 事 項

２．　水抜き用ブロックを、適宜配置する。

３．　路盤上に施工する場合は、基礎材を省略する。

４．　ブロックの目地間隔は、５mmとする。

５．　歩車道境界ブロックは、Ｂブロックを標準とする。

６．　ブロック背面（歩道側）のコンクリート天端は、水勾配をつける。（２％程度）

両Ｒブロック（Ａ）

（単位　ｍｍ）

両Ｒブロック（Ｂ）

両Ｒブロック（Ｃ）

規　　　格
寸　法　表

エプロン厚
１５０

エプロン厚
２００

Ｌ形街渠工（セミフラット式）

７．　コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

歩車道境界ブロック（両Ｒ）

2
両Ｒブロック（Ａ）

両Ｒブロック（Ｂ）

両Ｒブロック（Ｃ）

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｈ１ Ｈ２ ａ ｂ ｈ

680

720

730

730

720

680 830

870

880

880

920

930

100

150

200

370

420

470

150

180

180

190

230

240

200

250

300

200

250

300240

230

190150

180

180520

470

420100

150

200930

920

880830

870

880

48

71

8516.5

16.5

0.02

0.02

0.020.10

0.10

0.103.2

3.2

3.28.8

9.2

9.3

1.1

1.1

1.5

1.5

1.5 8.8

9.2

9.3

4.2

4.2

4.2

0.14

0.14

0.14 0.02

0.02

0.02

16.5

16.5

16.5 85

71

48

3 ｍ 2 ｍ ｍ2 ｍ 3 本/kg

3ｍ ｍ 2 ｍ ｍ2 ｍ 3 本/kg本

本



平　　塚　　市－２６－

１．路盤上に施工する場合は、基礎材を省略する。

注 意 事 項

Ｌ形街渠工
（歩行者横断部）

２．ブロックの目地間隔は、５mmとする。

４．交差点等の巻き込みにおいて、セイフティブロックは横断歩道の幅で設置し、
　　平Ｂ-７ブロックはそれ以外の場合に用いる。

５００

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

5
4
5

２％

５０

１
０
０

７
０

1
0

モルタル

８
０

(
1
3
0
)

２
６
０

(
3
1
0
)

４９５

１００ ７００

８００

８５０

※

※背面コンクリートの勾配は２％程度とすること。

１
０
０
１
５
０

(
2
0
0
)

２
５
０

(
3
0
0
)

２００

１５０５０

２０５

７
０

５
０

セイフティブロック

Ｌ＝６００

Ｃｏ厚　１５０

Ｃｏ厚　２００

ｍｍ

ｍｍ

16.5

16.5

本mmmm 33 2 m2

（１０ｍ当り）材　　料　　表
規　　　格

コンクリ－ト モルタル目　地　材型　　　枠基　礎　材 ブロック

セイフティブロック

1.03 8.5

8.51.43

3.1

4.1

0.10

0.14

0.02

0.02

１９８

２０５

７
０ r３０

断　　面　　図

Ｌ＝６００

切下げ用平ブロック(Ｂ－７)

基礎材（ＲＣ－４０）

２％

５
０

２
０

４９５

１
０
０

１
５
０

(
2
0
0
)

２
５
０

(
3
0
0
)

１００ ７００

５０

７
０

１
０
０

モルタル

８
０

(
1
3
0
)
1
0

２
６
０

(
3
1
0
)

Ｃｏ１８Ｎ

８００

８５０

５００

※

※背面コンクリートの勾配は２％程度とすること。

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

16.5

16.5

本mmmm 33 2

目　地　材

m

型　　　枠基　礎　材

材　　料　　表
規　　　格

2 2
Ｃｏ厚　１５０

Ｃｏ厚　２００

ｍｍ

ｍｍ

平Ｂ-７ブロック

8.5

8.5

1.04

1.44 0.14

0.103.1

4.1

0.02

0.02

※ブロック厚７ｃｍ（Ｂ－７）は歩道巻込み部に適用する。

セイフティブロック
切下げ用平Ｂ-７ブロック

３．コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

2



平　　塚　　市－２７－

Ｌ形街渠工
　（車両乗入部）

５０

２３０

２３０

１７３ ７

７
０

２
０

５
０

１
０
０

切下げⅢ型

６％

Ｃｏ１８Ｎ

基礎材（ＲＣ－４０）

５
０

２
０

(
3
2
0
)

(
1
1
0
)

１
０
０

１
０
０

1
0

２
７
０

６
０

５０

モルタル

※

８７０

９２０

(
2
0
0
)

１
０
０

１
５
０

(
3
0
0
)

２
５
０

※背面コンクリートは歩道横断勾配に配慮すること。

Ｃｏ厚　１５０

Ｃｏ厚　２００

ｍｍ

ｍｍ

16.5

16.5

本mmmm 33 2 m2

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

目　地　材型　　　枠基　礎　材

材　　料　　表
規　　　格

0.02

0.02

0.113.2

4.2

9.20

9.20

1.05

1.47 0.14

１４５ ７２５

４９５

平Ｂ-１０

基礎材（ＲＣ－４０）

５
０

６％

５
０

１
０
０

１
５
０

(
2
0
0
)

２
５
０

(
3
0
0
)Ｃｏ１８Ｎ

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

16.5

16.5

本mmmm 33 2

目　地　材

m

型　　　枠基　礎　材

材　　料　　表
規　　　格

2 2
Ｃｏ厚　１５０

Ｃｏ厚　２００

ｍｍ

ｍｍ

２０５

１９５

r３０

１
０
０

※背面コンクリートは歩道横断勾配に配慮すること。

断　　面　　図

１
０
０

２
７
０

(
3
2
0
)

１
０
０

1
0

６
０

(
1
1
0
)

※

５０ ８７０

９２０

1.08 9.2 3.2 0.11

9.2 0.154.21.49

0.02

0.02

１７０ ７００

４９５

切下げⅢ型ブロック
切下げ用Ｂ-１０ブロック

注 意 事 項

行う場合は、平Ｂ－10ブロックを使用する。
１．　切下げⅢ型を標準とする。ただし、既存が平Ｂ－10ブロックで一部改修を

２．　路盤上に施工する場合は、基礎材を省略する。

３．　ブロックの目地間隔は、５mmとする。

４．　コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

Ｌ＝６００

切下げⅢ型ブロック

Ｌ＝６００

切下げ用平ブロック(Ｂ-１０)

モルタル

2



Ｌ形管渠工（マウントアップ式）

５００２００５０

５０ ５０７５０

８５０

ヒュ－ム管Ｂ形

Ｌ＝２０００

歩車道境界ブロックＢ（片Ｒ）

Ｌ＝６００

２２０ １７０

３
０

３
０

モルタル

断　　面　　図

＊ ＊

φ
３
０
０

２
０
０

４
６
０

１
５
０

８
１
０

２
０
０

５
０

５
０

１
０

２
５
０

１
１
０

３
６
０

１
０
０

５
７
０

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

16.5 本mmmm 323 2

ヒュ－ム管

本Ｂ７５０－Ｈ４６０ 5.03.6 12.3 0.030.36

規　　　格
基　礎　材

材　　料　　表

型　　　枠 目　地　材

m8.5
2

平　　塚　　市－２８－

２．歩車道境界ブロックは、JIS A 5371 を使用する。

３．曲線部等の配管の場合に、図中＊の寸法は１００mm以上とする。

４．道路勾配と排水勾配が異なる場合に使用する。

注 意 事 項

１．遠心力鉄筋コンクリ－ト管（ヒューム管）は、JIS A 5372 B形１種を使用する。

番線等

５．コンクリート打設前に、遠心力鉄筋コンクリート管（ヒューム管）を番線等で必ず固定する。

番線等

６．コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

基礎材（ＲＣ－４０）

６％

Ｃｏ１８Ｎ



６％

断　　面　　図

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

16.5 本mmmm 323 2

ヒュ－ム管

本Ｂ７７５－Ｈ４６０ 5.0

規　　　格
材　　料　　表

型　　　枠 目　地　材

m

基 礎 材 基 礎 材
（厚１０ Cm）（厚１５ Cm）

8.5 13.4 0.39 0.02
2 m 2

1.7

１．遠心力鉄筋コンクリ－ト管（ヒューム管）は、JIS A 5372 Ｂ形１種を使用する。
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天端は、２％程度の水勾配をつける

５００

５０

ヒュ－ム管Ｂ形

Ｌ＝２０００

３
０

１７０

３
０

１５０ ２２０

５０ ７５０

８５０

２２０
＊ ＊

φ
３
０
０

５０

歩車道境界ブロックＢ（両Ｒ）

Ｌ＝６００

モルタル

平　　塚　　市

注 意 事 項

－２９－

3.9

Ｌ形管渠工（セミフラット式）

２．歩車道境界ブロックは、JIS A 5371 を使用する。

３．曲線部等に配管する場合には、図中＊の寸法は１００mm以上とする。

４．道路勾配と排水勾配が異なる場合に使用する。

５．ブロック背面（歩道側）のコンクリート天端は、水勾配をつける。（２％程度）

６．コンクリート打設前に、遠心力鉄筋コンクリート管（ヒューム管）を番線等で必ず固定する。

番線等

番線等

７．コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ



断　　面　　図

２００

５０ ５０

歩車道境界ブロックＢ（片Ｒ）

Ｌ＝６００

６％モルタル

断　　面　　図
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コンクリ－ト モルタル

（１０ｍ当り）

16.5 本mmmm 33 2 本5.0

材　　料　　表

型　　　枠
m2

3.0 0.09

境界ブロック

2

基礎材 t=15

7.60.86

ボックス側溝

ＰＢ④

規　格
参考重量 2m/本（Kg）

標　　準 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
L=500付

平　　塚　　市

１０

グレーチングＴー２５

基礎材 t=10

2.5

１
７
５

６％

プレキャストボックス側溝工
（マウントアップ式）

－３０－

φ３００

830 780

注　意　事　項

１．製品本体及びグレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

２．流水断面は、卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

３．グレーチング蓋は開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

４．部材接合部は、ゴムパッキン・シール材などで止水処理をする。

５．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

６．グレーチング蓋は鎖付き（フック付アンカー）及びノンスリップ加工とし、耐荷重Ｔ-２５を標準と
　　しているが、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

基礎材（ＲＣ－４０） 基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ Ｃｏ１８Ｎ



コンクリ－ト モルタル

（１０ｍ当り）

16.5 本mmmm 33 2 本5.0

材　　料　　表

型　　　枠
m2

境界ブロック

2

基礎材 t=15

7.6

ボックス側溝

ＰＢ④

規　格
参考重量 2m/本（Kg）

標　　準 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
L=500付

4.1 0.08

平　　塚　　市

基礎材 t=10

プレキャストボックス側溝工
（セミフラット式）

－３１－

3.7
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５０ ５０

Ｌ＝６００
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断　　面　　図
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歩車道境界ブロックＢ（両Ｒ）
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断　　面　　図
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３２０

歩車道境界ブロックＢ（両Ｒ）

５０

モルタル

モルタル

水抜き穴付き　Ｌ＝６００

５０ ３２０
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０
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０
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天端は、２％程度の水勾配をつける
天端は、２％程度の水勾配をつける

６
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１
７
５

１
７
５

１０ １０

グレーチングＴー２５

φ３００

１
０
０

１
０
０

７６０

５０

基礎材（ＲＣ－４０） 基礎材（ＲＣ－４０）

基礎材

（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

基礎材

（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

φ３００

830 7801.1

１．製品本体及びグレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

注 意 事 項

２．流水断面は、卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

３．グレーチング蓋は開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

４．部材接合部は、ゴムパッキン・シール材などで止水処理をする。

５．ブロック背面（歩道側）のコンクリート天端は、水勾配をつける。（２％程度）

６．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

７．コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。

８．グレーチング蓋は鎖付き（フック付アンカー）及びノンスリップ加工とし、耐荷重Ｔ-２５を標準と
　　しているが、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。



2

0.0020.27 3.8 1.0 1.0

（単位ｍｍ） （１個所当り）

コンクリ－ト
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1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

3m 2mm

グレ－チング蓋
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1.0

モルタル
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寸　法　表

基　礎　材 型　　　枠

材　料　表
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雨水桝縁塊
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モルタル

平　　塚　　市

３４７×４５７×５９.５

Ｌ形雨水桝工（３００用）Ｇ蓋

注 意 事 項

－３２－
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２．グレーチング蓋は、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．特に指定する箇所には、ボルト固定や細目・手掛付きを使用する。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

５．上部縁塊は、乗入れ段差５０mmを標準とする。

１０

６．グレーチング蓋を設置した後の隙間（車道側）は、１０mm程度になるよう調整する。

１．グレーチング蓋は鎖付き（フック付アンカー）及びノンスリップ加工とし、耐荷重Ｔ-２５を
　　標準としているが、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ
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61040080420415520400 LM 660 110 380

規　　格
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658 708

657
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725

Ⅰ Ｊ

835

890

960

平　　塚　　市

管渠形側溝桝工（ＬＭ）

－３３－

モルタル

0.002

0.002

0.31

0.33

3m 3mm 2m 個1.0

1.0

0.0030.34

基　礎　材 型　　　枠

20.62

0.71

0.79

0.08

0.09

0.10

管渠形側溝桝コンクリ－ト

1.0

（１個所当り）材　　料　　表　（単位ｍｍ）寸　法　表

断　　面　　図

平　　面　　図
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５０ １．流水断面は卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

２．管渠形側溝本体は縁石一体形とし、乗り上げ段差５０mmを標準とする。また、耐荷重はＴ-２５を標準とする。

４．部材接合部は、ゴムパッキン・シール材などで止水処置をする。

注 意 事 項

６．この構造を使用しない場合は、道路管理者と協議して決定する。

７．設置箇所の付近に既存で設置されている場合は、この構造を用いる。

５．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

３．グレーチング蓋はノンスリップ加工の開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

管渠形側溝（ＬＭ）

６％

グレ－チング

ｃｕｔ

基礎材（ＲＣ－４０）

モルタル
Ｃｏ１８Ｎ
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グレ－チング蓋４５０用
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断　　面　　図

平　面　図

平　　塚　　市

集水桝工（４５０用）Ｇ蓋

Ｌ－６０×６６×６

－３４－
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900

ｈ２ｈ１

434

534

634

734

834

934

1000

1100

1200

13001000

寸法表 （単位ｍｍ）

注 意 事 項

２．グレーチング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．特に指定する箇所には、ボルト固定式や細目・手掛付きを使用する。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

１．グレ－チング蓋は鎖付き(フック付アンカー)とし、耐荷重Ｔ－２５を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

５．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

グレ－チング蓋

組1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

（１個所当り）材　料　表

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ



６ ６
断　　面　　図

平　　面　　図

（１個所当り）
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材　料　表

平　　塚　　市

集水桝工（６００用）Ｇ蓋

Ｌ－６０×８１×６

Ｈ
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1000

ｈ１

719

819

919

ｈ２

1100

1200

1300

（単位ｍｍ）寸　法　表

－３５－

２．グレーチング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．特に指定する箇所には、ボルト固定式や細目・手掛付きを使用する。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

注 意 事 項

１．グレ－チング蓋は２枚割り鎖付き(フック付アンカー)とし、耐荷重Ｔ－２５を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

６．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

グレ－チング蓋

組1.0

1.0

1.0

５．必要に応じ、昇降用の足掛け金物（SUS304・樹脂被覆性）を設置する。

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ



断　　面　　図

平　　面　　図

ｈ１Ｈ コンクリ－ト

0.86

1.0

9.9

11.5

3m m 2m

ｈ２
規　格

材 料 表　　　（１個所当り）

基　礎　材 型　　　枠

寸法表　（単位ｍｍ）
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２枚組　ｔ＝９０

６６

５０５０ ２００ ２００８００

１３００

ｃｕ
ｔ

ｃｕ
ｔ

平　　塚　　市

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

Ｌ－６０×９６×６

集水桝工（８００用）Ｇ蓋

－３６－

1104

9041000

1200

1000

1200 1500

1300

注　意　事　項

２．グレーチング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．特に指定する箇所には、ボルト固定式や細目・手掛付きを使用する。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

１．グレ－チング蓋は２枚割り鎖付き(フック付アンカー)とし、耐荷重Ｔ－２５を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

４００

ピ
ッ
チ
３
０
０

足掛金物 Ｗ＝４００

５．必要に応じ、昇降用の足掛け金物（SUS304・樹脂被覆性）を設置する。

６．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

グレ－チング蓋

組1.0

1.0



（１個所当り）

コンクリ－ト

500

600

700

800

900

0.23

0.27

0.31

0.34

0.38

0.41

3.4

3.9

4.4

4.9

5.3

5.8

3m 2mm

規　　格
基　礎　材 型　　　枠

材　料　表

20.68

0.68

0.68

0.68

0.68

0.681000

断　　面　　図

平　　面　　図

８５０

４５０

１５０１５０

５０５０

８
０
０

４
５
０

６
０

１
５
０

５
０

９
０

ｃｕ
ｔ

ｃｕ
ｔ

５０ ７５０

８５０

５０

細目グレ－チング蓋４５０用

６ ６

７５０

４５０１５０ １５０

ｈ
１

１
５
０
１
５
０

ｈ
２

３
０
０

Ｈ

平　　塚　　市

基礎材（ＲＣ－４０）

Ｃｏ１８Ｎ

ｔ＝３８

４
４

Ｌ－６０×４４×６

－３７－

（単位ｍｍ）寸　法　表

Ｈ

500

600

700

800

900

1000

ｈ１

469

569

669

769

869

969

ｈ２

800

900

1000

1100

1200

1300

１．グレ－チング蓋は鎖付き(ﾌｯｸ付ｱﾝｶｰ)とし、耐荷重Ｔ－６以上を標準とする。

注 意 事 項

３．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

集水桝工（歩道４５０用　細目Ｇ蓋）

４．特に指定する箇所には、グレーチングのボルト固定式を使用する。

５．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

細目Ｇ蓋

組1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

２．グレーチング蓋はノンスリップ加工とし、細目・手掛付きを使用する。



３９５×６００×６５

グレ－チング蓋

１１０°開閉

断　　面　　図

平　　面　　図

１
０

ｈ
２

１
５
０

５
０

１
２
０

１
０
０

１００

５００２００

３５０ １５０

７７

５０

５０７００５０

８００

７
１

ｈ
１ Ｈ

ｈ
３

１
５
０

１
５
０

３
０
０

１５０ １５０５００

９００

５０ ５０

２
０
０

３
５
０

１
５
０

８
０
０

５
０

５
０

Ｌ＝６００
モルタル

歩車道境界ブロックＢ（片Ｒ）

ｃｕ
ｔ

ｃｕｔ

（１個所当り）

モルタル

0.002

0.002

0.002

0.002

0.002

3m 3mm 2m

ブロック グレ－チング蓋

本 組1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0810

710

610

510

410

829

729

629

529

429

900

800

700

600

500

ｈ２ｈ１Ｈ

900

800

700

600

500

（単位ｍｍ）

900

800

ｈ３

寸　法　表 材　料　表

コンクリ－ト 型　　　枠

0.72 2

0.72

0.72

0.72

0.72

基礎材ｔ =15

m 20.08

0.08

0.08

0.08

0.08

基礎材ｔ =10

規　　格

350＊

平　　塚　　市

基礎材（ＲＣ－４０）

６％

Ｃｏ１８Ｎ

Ｌ形街渠桝工 （３５０×５００）
マウントアップ式

－３８－

0.23

0.27

0.31

0.35

0.39

3.1

3.6

4.0

4.5

5.0

1000

1100

1200

注 意 事 項

２．グレーチング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．受枠は、３面アングル１面フラットバーとする。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

５．特に指定する箇所には、グレーチング蓋のボルト固定、細目・手掛付きを使用する。

６．歩車道境界ブロックは、JIS A 5371　Ｂブロックを標準とする。

７．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

１．グレ－チング蓋は耐荷重Ｔ－２５、１１０°開閉式を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

Ｌ－６０×７１×６

６ ６



断　　面　　図 平　　面　　図

７
１

ｈ
１ Ｈ

ｈ
３

１
５
０

１
５
０

３
０
０

１
０

ｈ
２

１
５
０

１
０
０

１
０
０

５００

３５０ １５０

７７

２２０１５０

２００

３９５×６００×６５

グレ－チング蓋

１１０°開閉

３
５
０

１
５
０

２
２
０

１
５
０

５
０

９
７
０

１５０ １５０５００

９００

５０５０

天端は、２％程度の水勾配をつける

歩車道境界ブロックＢ（両Ｒ）

水抜き穴付き　Ｌ＝６００

モルタル

ｃｕ
ｔ

ｃｕｔ

（１個所当り）

モルタル

0.002

0.002

0.002

0.002

0.002

3m m2m

ブロック グレ－チング蓋

本 組1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0810

710

610

510

410

829

729

629

529

429

900

800

700

600

500

ｈ２ｈ１Ｈ

900

800

700

600

500

（単位ｍｍ）

900

800

ｈ３

材　料　表

型　　　枠コンクリ－ト

寸　　法　　表

m 2 m 2 3

基礎材 t=15 基礎材 t=10

0.74 0.16

0.74 0.16

0.74 0.16

0.74 0.16

0.74 0.16

１
０
０

平　　塚　　市

６％

Ｃｏ１８Ｎ

５
０

Ｌ－６０×７１×６

６ ６

規　格

Ｌ形街渠桝工

－３９－

基礎材（ＲＣ－４０）

５０ ５０７２０

８２０

0.30

0.32

0.36

0.40

0.44

3.2

3.7

4.2

4.6

5.1

1000

1100

1200

（３５０×５００）
セミフラット式

２．グレーチング蓋は、ノンスリップ加工とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

３．受枠は、３面アングル１面フラットバーとする。

４．桝底の泥だめは、１０cm以上とする。

５．特に指定する箇所には、グレーチング蓋のボルト固定、細目・手掛付きを使用する。

６．歩車道境界ブロックは、JIS A 5371　Ｂブロックを標準とする。

７．ブロック背面（歩道側）のコンクリート天端は、水勾配をつける。（２％程度）

８．桝が現場打コンクリートでない場合は、基礎材上に敷モルタル10mmを打設する。

注　意　事　項

１．グレ－チング蓋は耐荷重Ｔ－２５、１１０°開閉式を標準としているが、
　　路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。



プレキャストボックス側溝桝工
マウントアップ式

平　　塚　　市－４０－

断　　面　　図

平　　面　　図

５
０

５
０

７
０
０

８
０
０

９
０
０

５
０

５
０

５
０

４
５

９００

１０００

１１００

１２００

５０

５０

５０

５０

２
５
０

１
０

１
０
０

１
０
０

４
５

４５ ２００ ６００ ５０

１
５
０

１
０
０
１
０
０

１
０

１
０
０

１
０
３
６

９０５２０９０

７００ ５０

５０

５０

５０ ８００

９００

５０

５０ ２００

Ｌ＝６００

歩車道境界ブロックＢ（片Ｒ）

モルタル

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

６％

基礎材（ＲＣ－４０）

φ
３
０
０

７
０

１．製品本体及びグレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

２．流水断面は、卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

３．グレーチング蓋は開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

注　意　事　項

モルタル

　　基礎材
（ＲＣ－４０）

境界ブロック部
1.5 本 0.02

2

0.02

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

0.09 2
0.003

区　　分

桝　　　部
ＲＣ－４０

0.16 m
3

境界ブロック

材　　料　　表 （１箇所当り）

0.09 m
3

m 3

0.38 m

m 3

0.003 m
3

m

m 3
桝ブロック

1 個

m

0.04

3

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 型　　枠 モルタル ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

ＲＣ－４０ 型　　枠 モルタル

４．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

５．グレーチング蓋は鎖付き（フック付アンカー）及びノンスリップ加工とし、耐荷重Ｔ-２５を標準と
　　しているが、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。

Ｃｏ１８Ｎ



プレキャストボックス側溝桝工
セミフラット式

平　　塚　　市－４１－

断　　面　　図 平　　面　　図

６００２２０１５０

５０ ３２０

９０５２０９０

７００ ５０

５０

５０

５０ ８００

９００

１０００

１１００

１２００

５０

５０

５０

５０

９００

６％

基礎材（ＲＣ－４０）

φ
３
０
０

Ｃｏ１８Ｎ

Ｃｏ１８Ｎ

５０

歩車道境界ブロックＢ（両Ｒ）

Ｌ＝６００

モルタル

Ｃｏ１８Ｎ

天端は、２％程度の水勾配をつける
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５
０

１
０

７
０

１．製品本体及びグレーチング蓋は、耐荷重Ｔ－２５を標準とする。

２．流水断面は、卵形・矩形・円形いずれの形状も使用可能とする。

３．グレーチング蓋は開閉式もしくは固定式とし、横部材の間隔が５０mmのものを使用する。

注　意　事　項

基礎材

（ＲＣ－４０）

モルタル

境界ブロック部
1.5 本

2

2
0.03 0.04 0.19 0.002

区　　分

桝　　　部
0.16 m

3

材　　料　　表 （１箇所当り）

0.09 m
3

m 3

0.38 m

m 3

0.003 m
3

m

m 3 1 個

m
3

0.04

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

ＲＣ－４０

境界ブロック

桝ブロック基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 型　　枠 モルタル ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

ＲＣ－４０ 型　　枠 モルタル

４．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

５．グレーチング蓋は鎖付き（フック付アンカー）及びノンスリップ加工とし、耐荷重Ｔ-２５を標準と
　　しているが、路線によって道路管理者の指定する荷重を採用する。



厚さ×幅×長さ

支柱

間隔

外径×管厚×長さ

Gr-B-4E 4

(mm) (mm)

(m)

Gr-C-4E 4

支　柱　寸　法ビ － ム 寸 法

記　号

φ 114.3 × 4.5× 2200

φ 114.3 × 4.5× 2100

３
５
０

１
０
０

６
０
０

２
２
０
０
（
２
１
０
０
）

１
５
０
０
（
１
４
０
０
）

３
５
０

１
０
０

６
０
０

１
５
０
０
（
１
４
０
０
）

４０００ ４０００５００ ５００

４００

φ１１４．３×４．５

φ１１４．３×４．５

φ１１４．３×４．５

4

4

φ 114.3 × 4.5×

φ 114.3 × 4.5×

２
２
０
０
（
２
１
０
０
）

2200(S)

2100(S)

3.2× 350× 4330

3.2× 350× 4330

2.3× 350× 4330

2.3× 350× 4330Gr-C-4ES
旧

Gr-B-4ES
旧

平　　塚　　市

路

側

用

用途 種別

B

C

設計

速度

(km/h)

60km/h
以上

50km/h
以下

組　　立　　図

支　　　柱 曲　　　柱

－４２－

ガ－ドレ－ル工（路側用・土中建込）



５００５００ ４０００４０００

２０００２０００２０００２０００

(3.2×350× 2330)

(2.3×350× 2330)

(2.3×350× 2330)

(3.2×350× 2330)

2
2.3×350×4330

Gr-C-2BS

2
2.3×350×4330

Gr-C-2B

(m)

2
3.2×350×4330

Gr-B-2BS

(mm)(mm)

2
3.2×350×4330

Gr-B-2B

外径×管厚×長さ
間隔

支柱

厚さ×幅×長さ

記　号

ビ － ム 寸 法

φ 114.3 ×4.5×1100

φ 114.3 ×4.5× 1110(S)

φ 114.3 ×4.5×1100

φ 114.3 ×4.5× 1110(S)

支　柱　寸　法

１
０
０

１
０
０

補　強　鉄　筋

５
０

３
０
０

５
０

５
０

５
０

３
０
０

１
１
０
０

６
０
０

３
５
０

４
０
０

１
１
０
０

６
０
０

３
５
０

４
０
０

モルタル

固くつめた砂

φ１１４．３×４．５

φ

φ１１４．３×４．５

φ

７０

アスファルトまたはモルタル
１８０１８０

１７０

３０

平　　塚　　市

４
２
０

Ｐ

Ｐ

３００

４
０
０

５
０

３
５
０

１ 後部補強筋

５
０

前部補強筋２

φ１１４．３×４．５

路

側

用

用途 種別

B

C

設計

速度

(km/h)

60km/h
以上

50km/h
以下

組　　立　　図

支　　　柱 曲　　　柱

１

２

支柱

２
５
０

２
０
０

３
０
０

３
０
０

２
０
０

－４３－

１
２
５
０

2

1

1490D13

1490

径 単位重量（Ｋｇ／本）　番　号 長さ（ｍｍ）本　数 重　量 摘　要Kg

D13 1

1

1.48

1.48

支柱１本当たり鉄筋量　（埋め込み深さ400mmの場合）

1.483

1.483

鉄筋はＳＤ345　コンクリート強度σck＝21N/mm2とする。
適用条件の詳細は｢防護柵の設置基準・同解説(日本道路協会)｣による。

ガ－ドレ－ル工（路側用・コンクリート建込）



(m)

22.4×48.6×3936Gp-Cp-2E

(mm)(mm)

23.2×48.6×3936Gp-Bp-2E

外径×管厚×長さ
間隔

支柱

厚さ×外径×長さ

ビ － ム 寸 法 支　柱　寸　法

記　号

φ 114.3 ×4.5×2300

φ 114.3 ×4.5×2200

２
３
０
０
（
２
２
０
０
）

４
５
０

１
５
０
１
５
０

５
０

２
０
０

６
０
０

１
５
０
０
（
１
４
０
０
）

２０００２０００２０００２０００

適用条件の詳細は｢防護柵の設置基準・同解説(日本道路協会)｣による。

平　　塚　　市

φ１１４．３×４．５

φ１１４．３×４．５

C

B

種別用途

歩

道

用

設計

速度

(km/h)

60km/h
以上

50km/h
以下

（　）内はＣ種の寸法

支　　　柱組　　立　　図

－４４－

ガ－ドパイプ工（土中建込）



８０８０

８
０
０

３
０
０

２
５
０

２
５
０

２０００３０００３０００

３００

４００

５０ ５０

８
０
０

８
３
０

１
０
３
０

８
３
０

１
８
３
０

１
０
０
０

８
０
０

８
３
０

４
０
０

１
２
３
０

１
０
０

８
０
０

２
０
０

平　　塚　　市

φ４２．７×２．３

φ６０．５×３．２

土中用（Ｅ）

組　　立　　図

注 意 事 項

－４５－

２．形状については標準的なものである。

３．適用条件の詳細は｢防護柵の設置基準・同解説(日本道路協会)｣による。

横断防止柵工（Ｐ種ビーム）

充填材はモルタルとする

１．支柱間隔は３mを標準とする。

コンクリ－ト建込用（Ｗ） コンクリ－ト基礎用（Ｃ）



２
０
０１
５
０

１
５
０

平　　塚　　市

１
５
０

－４６－

２０００３０００３０００

１７＠１５０＝２５５０ １７＠１５０＝２５５０ １０＠１５０＝１５００103 103122 147 103147122 103 103 122122103

φ６０．５×３．２

φ４２．７×２．３ φ２１．７×２．０

組　　立　　図

１
５
０

１
１
０
０

９
５
０

１
１
０
０

９
５
０

１
１
０
０

９
５
０

１
３
０
０

１
１
０
０

９
５
０

１
２
０
０

２
３
０
０

３００５０ ５０

４００

４
５
０

１
５
５
０

注 意 事 項

２．コンクリート建込用で削孔後に建込む場合の中詰めは、モルタルとする。

３．形状については、標準的なものである。

４．適用条件の詳細は｢防護柵の設置基準・同解説(日本道路協会)｣による。

充填材はモルタルとする

転落防止柵工（Ｐ種縦柵パネル）

１．支柱間隔は３mを標準とする。

コンクリ－ト建込用（Ｗ） コンクリ－ト基礎用（Ｃ）土中用（Ｅ）



１
１
０
０

１
１
０
０

１
５
０

４
５
０

１
５
５
０１
１
０
０

１
４
０

１
６
０

６
５
０

３００５０ ５０

４００

充填材はモルタルとする

平　　塚　　市

２
３
０
０

１
２
０
０

１
５
０

１
４
０

１
６
０

６
５
０

２
０
０ １
５
０

１
３
０
０

１
４
０

１
６
０

６
５
０

－４７－

注　意　事　項

２．コンクリート建込用で、削孔後に建込む場合の中詰めは、モルタルを充填すること。

３．形状については、標準的なものである。

４．適用条件の詳細は｢防護柵の設置基準・同解説(日本道路協会)｣による。

転落防止柵工（Ｐ種ビーム･縦柵パネル）

１．支柱間隔は３mを標準とする。

コンクリ－ト建込用（Ｗ） コンクリ－ト基礎用（Ｃ）土中用（Ｅ）

１
５
０

６
５
０

１
４
０

１
６
０

１
１
０
０

103 122

３０００

１７＠１５０＝２５５０ 122 103 103 147 １０＠１５０＝１５００

２０００

147 103

※桟間隔は
　１５０以下

組　立　図

５．適用範囲は隅切り等や交差点部など、見通しの悪い条件の箇所とする。

φ６０．５×３．２



（コンクリート建込）（土中建込）

平　　塚　　市

９
０
０

９
０
０

１
１
５
０

φ
7
0
～
3
0
0

φ
7
0
～
3
0
0

６
０
０

60.5 60.5

（ガードレール取付）

4
0
0

9
0
0

φ70～300

t2
.3

t2
.3

－４８－

注 意 事 項

１．視線誘導標の反射体は進行方向左側を白色、右側を橙色とする。

２．反射体の直径は、φ１００mmを標準とするが、設置場所周辺の状況を勘案するものとする。

３．反射体は、両面平行を標準とするが設置場所周辺の状況により角度付きを用いる。

視線誘導標設置工（デリネーター）

ネカセ穴

φ φ



平　　塚　　市

１．本体の形状は標準的なものである。

２．塗装色については、道路管理者の指定する色とする。

歩車道境界ブロック

２５０以上

歩道ＧＬ
歩車道境界ブロック

２５０以上

歩道ＧＬ

配　置　例

断　　面　　図

９
０
０

５
０
０

１
０
０

４
０
０

６
３
０

５０ ５０

４００

５００

１
０
０

基礎材（ＲＣ－４０）

高輝度反射シ－ト

車止めポスト

イエロー

ＧＬ

止め金具

５
０

Ｃｏ１８Ｎ

φ１１４．３×４．５

１
２
０

５
０

５
０

４
０
０

５
０
０

５０ ５０

４００

５００

平　　面　　図

設　置　例

８
５
０

８
５
０

セミフラット式の場合 マウントアップ式の場合

車　道歩　道 車　道歩　道

車止めポスト設置工

マウントアップ式の場合セミフラット式の場合

注 意 事 項

－４９－

規　　格

H=900

寸法表(単位 mm)

Ｌ

1300 100m m 本

車止ポスト基　礎　材 型　　　枠コンクリ－ト

3 2m 225.06.4 64.0

材　　料　　表 （１００本当り）

３．製品の仕様については、事前に承認を受けるものとする。

すりつけ部すりつけ部 切下げ部



0.80.20

0.20

0.18

0.14

800 900800

600

（１基当り）

Ｈ２Ｈ１

m m m m

スパイラルダクトコンクリ－ト

4000

3600

Ｈ３

径

径

道路反射鏡セット

1

1 組

規　　格
基　礎　材 型　　　枠

3 22
0.2

0.2

材　料　表寸　法　表（単位　mm）

１
０
０

１
０
０

Ｈ
１ Ｈ
２

２
５
０
０

Ｈ
３

□５００

反射シ－ト

ステッカ－

支柱

スパイラルダクト

補強鉄筋

基礎材

（ＲＣ－４０）

φ５００×０．６

φ１３×３００

Ｃｏ１８Ｎ

φ５００

φ７６．３×３．２

鏡　面

600500 0.5

平　　塚　　市

道路反射鏡基礎工（１面）

－５０－

１．形状・仕様は｢道路反射鏡設置指針｣に基づくものとする。

２．取付金具、ボルトナット類は溶融亜鉛メッキ処理とする。

３．基礎の適用については｢道路付属物の基礎について｣(昭和50.7.15道企発第52号)によるものとする。

注 意 事 項

６
０
０
ｏ
ｒ
８
０
０

注

意

平

塚

市



0.8

0.20

0.200.18900800

800

600

（１基当り）

Ｈ２Ｈ１

m m m m

スパイラルダクトコンクリ－ト

4400

4000

Ｈ３

径

径

道路反射鏡セット

1

1

組

規　　格
基　礎　材 型　　　枠

3 220.2

0.20.22

寸　法　表（単位mm） 材　料　表

１
０
０

１
０
０

Ｈ
１ Ｈ
２

２
５
０
０

Ｈ
３

□５００

φ５００

12001100 1.1

平　　塚　　市

６
０
０
ｏ
ｒ
８
０
０

６
０
０
ｏ
ｒ
８
０
０

反射シ－ト

ステッカ－

支柱

スパイラルダクト

補強鉄筋

基礎材

（ＲＣ－４０）

φ５００×０．６

φ１３×３００

φ７６．３×３．２

φ８９．１×３．２

（鏡面φ６００）

（鏡面φ８００）

Ｃｏ１８Ｎ

鏡　面

道路反射鏡基礎工（２面）

－５１－

１．形状・仕様は｢道路反射鏡設置指針｣に基づくものとする。

２．取付金具、ボルトナット類は溶融亜鉛メッキ処理とする。

３．基礎の適用については｢道路付属物の基礎について｣(昭和50.7.15道企発第52号)によるものとする。

注 意 事 項

注

意

平

塚

市



2

コンクリ－ト モルタル ブロック

（１０ｍ当り）

0.20 16.52.0 0.02
m m m m 個

断 　面 　図

材　　料　　表

基　礎　材 型　　　枠
3 2 3

2.5

１．　地先境界ブロックは、JIS A 5371を使用する

１
５
０

１
０
０

１
０
０

１
０

３
６
０

５０ ２００

２５０

５０

５０

１５０

基礎材（ＲＣ－４０）

モルタル

注　意　事　項

地先境界ブロック（Ｃ）

Ｌ＝６００

平　　塚　　市

Ｃｏ１８Ｎ

舗装止工（地先境界ブロック）

－５２－

３．　地先境界ブロックは、Ｃブロックを標準とする。

２．　ブロックの目地間隔は、５mmとする。



2

コンクリ－ト

0.60 6.0
m m m

0.06
m

基　礎　材 型　　　枠 目　地　材
2 23

2.5

５０ ２００

２５０

基礎材（ＲＣ－４０）

３
０
０

１
０
０

４
０
０

平　　塚　　市

Ｃｏ１８Ｎ

舗装止工（現場打ちコンクリート）

注 意 事 項

断　面　図

－５３－

（１０ｍ当り）材　料　表

１．コンクリート打設部は、１０m毎に伸縮目地（ゴム系）を設置する。



２３０

３０ １００ ８０ ２０

１００２５ ２５

１５０

（１）１００／２３０×１２０ （２）１００／１５０×１００

４
０

８
０

１
２
０

１
０
０

断　　面　　図

平　　塚　　市

細粒度アスコン　Ａ＝０．０１m2
細粒度アスコン　Ａ＝０．０２m2

３
０
Ｒ

６
０
Ｒ

６０Ｒ

３０Ｒ

タックコ－ト タックコ－ト

アスカ－ブ設置工

－５４－



平　　塚　　市－５５－

並木桝

植樹帯

２
４
０

２４０ ６０ ９００

１号（２号）ブロック

（　）は1500×600タイプ

コーナーブロック

１号ブロック

２４０

３
４
０

２
１
２

Ａ

Ｂ

１５０ １２２０ １５０

６
０

６０

５５

５

５

１５１０

セイフティブロック
又は、平ブロック

Ｗ

歩車道境界ブロック

L１

１
５
０

１５０

Ａ

Ａ

１号（２号）ブロック

並木桝工、植樹帯工

コンクリ－ト

m 3

材　料　表

基　礎　材
m 2

2.0
m 2

モルタル

m 3 個

型　　枠 ブロック

（１０ｍ当り）

m 2

根茎調節資材

2(W+L1)11.00.20 2.5 0.015

規　　格

m 3 m 2
2.0

m 2 m 3 個 m 2
2(W+L1)0.20 2.5 0.015

１号（２号）ブロック

16.5

3.74

コンクリ－ト モルタル １号ブロック

本mmmm

２号ブロック

本

（１個所当り）

1500 ×  900

1500 × 1200

0.06

0.07

0.57

0.69

0.004

0.005 3.0

2.0

2.0

1.0

規　　格
基　礎　材 型　　　枠

3 2 3

材　　料　　表

2
0.70

0.85

本2.0

寸　法　表（単位mm）

4.34

コーナーブロック H=1.0ｍ
m 2

Ｂ

600

900

Ａ

根茎調節資材《参考》

910

1210

歩　道　側 植　栽　側

１
０

１
８
０

１
０
０

１
０
０

３
９
０

２
０

１５０５０５０

２５０

Ｃｏ１８Ｎ

モルタル

基礎材（ＲＣ－４０）

１５０

断　面　図

９００用

６００用

２．ブロックは並木桝ブロック（Ｃ種）を標準とする。

３．根茎調節資材の深さは１.０mを標準とする。

４．ブロックの目地間隔は、５mmとする。

５．ブロック天端高は、歩道の縦断勾配に合わせる。

注 意 事 項

１．植樹帯を設置する場合、起・終点付近は低木を植栽する。

根茎調節資材

根茎調節資材

切り下げ用斜ブロック

根茎調節資材



平　　塚　　市

歩道インターロッキングブロック舗装

１
０
０

歩道一般部

路盤（ＲＣ-４０）

歩道インターロッキングブロック

１
８
０

ブロック ブロック

ＩＬＢ

６
０

３３
目地砂

２
０

敷砂またはモルタル

注 意 事 項

３．目地砂は乾燥ケイ砂など充填性の良いものを使用する。

１．インターロッキングブロックは標準ブロックとする。透水性ブロック等を
　　使用する場合は、透水シート・フィルター材などを別途考慮する。

２．敷砂及びモルタル(空練)の厚さは２０mmを標準とする。

切下げ部
（車両乗入れ部）

ＩＬＢ ３３

８
０ブロック ブロック

目地砂

１
５
０

路盤（ＲＣ-４０）

再生Ａｓ安定処理

モルタル

２
０

３
５
０

１
０
０

－５６－



平　　塚　　市

注 意 事 項

歩道　視覚障害者誘導用ブロック

３００

３
０
０

３００

３
０
０

b b b b b b b

a

a'

c c

a

a'

d
'd

記 号

a

a'

b

c

d

d'

寸 法記 号

a

a'

b

c

寸 法

17

a+10

75

5

a+10

5

12

55～60

270以上

d+10

許容差

+1.50

+10

許容差

+1.50

+10

視覚障害者誘導用ブロック

ブロック ブロック

５ ３００３００

６
０

１
０

Ｃｏ１８Ｎ

５

６１５

５

１：３
目地モルタル

５ ３００３００ ５

６１５

５

１：３
目地モルタル

ブロック ブロック

８
０

１
０

Ｃｏ１８Ｎ

１
０
０

歩道一般部

切下げ部

３．ブロック表面の色彩は原則黄色とする。

４．線状ブロックを切断して使用した場合は、切断部分を面取りすること。

５．透水性ブロックは原則使用しないものとする。

２．目地モルタルの幅は５mm、敷モルタル厚さは１０mmとする。

６．工業地、商業地などの大型車乗入部の場合は別途考慮すること。

１．点字ブロック（線状及び点状）は、JIS T 9251で定める突起の形状・寸法
　　及びその配列の製品を使用する。また、点状突起はハーフドーム型とする。

基礎材（ＲＣ－４０）

１
０
０

１
４
０

敷モルタル

敷モルタル

２
９
０

－５７－

（
１
３
０
）

７
０

（
６
０
）

（ ）数字は、舗装構成が表層3cm、路盤10cmの場合



※現地の状況によりこれによりがたい場合は、別途バス事業者と協議する。

平　　塚　　市

①青

②白

自転車通行帯

幅の狭いタイプ（幅450mm） 幅の広いタイプ（幅750mm）

幅の狭いタイプ（幅450mm）

幅の広いタイプ（幅750mm）

－５８－

※見通しの良い道路において、最大間隔を30mとすることができる。

※「幅750mm」タイプは、幹道及びバス路線で、歩道が両側にあり歩車分離されている路線での使用を標準とし、
　配置についてこれによりがたい場合は、道路管理者と協議とする。

幅の狭いタイプ（幅450mm） 幅の広いタイプ（幅750mm）
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注意事項　規格　仕様

②

①
①

　バス停マーク

　バス停表示

　自転車通行帯（矢羽型）

①白 
②橙 
③赤 

②

名称 自転車マーク バス停マーク バス停表示自転車通行帯

規格
溶融式

路面表示塗装

加熱溶着式

路面表示シート

溶融噴射式

路面表示塗装

溶融噴射式

路面表示塗装

塗布厚 1.7mm 1.5mm 1.5mm 1.5mm

標準色 白 ①白 ②橙 ③赤 白①青 ②白

品質
JIS K 5665
(路面標示用塗料)
3種2号を準拠

JIS K 5665
(路面標示用塗料)
3種1号規格

JIS K 5665
(路面標示用塗料)
3種1号規格

JIS K 5665
(路面標示用塗料)
3種を準拠

特記 硬質骨材含有 硬質骨材含有

※原則、鉛及びクロム化合物を含有していないこと。

路面標示
ピクトグラム

　自転車マーク
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バス停ありこの先、

バス停あり



ホルダー
ADC12

2-M8押しボルト

合いマーク

後蓋
ADC12

光源取付蓋

ADC12

M8接地ボルト

SUS304

開閉ねじ

M8抜け止めボルト

取付ボルト

SUS304

ケーブル押さえ

ファイバー

丁番軸

SUS304

SUS304

落下防止ワイヤー

端子台（カバー付き）

磁器

本体

ADC12

下面カバー

強化ガラス
水抜き穴
8箇所

角度調整ボルト
SUS304

ニップル２２ｍｍ

自動点滅器（プラグイン式、ＪＩＳ２型）

開口部　１３０×６００

１φ２Ｗ
２００Ｖ５０Ｈｚ

GL

φ８５

アダプタ－：φ６０．５×１２０

電線引留バンド
ニップル２２ｍｍ

直線テ－パ－ポ－ル

鋼管、溶融亜鉛メッキ仕上げ

灯柱番号標

スパイラルダクト
φ５００×ｔ０．６

コンクリ－ト基礎　

アンカ－ボルトセット

再生クラッシャラン
（ＲＣ－４０）

８
０
０
０

１
５
０

３
３
０
０

２
５
０
０

２
０
０
０

７
５
０

一　般　図

仕　様

灯　具：道路用LED灯具　タイプO

材料表（１基当り）

名　称

直線テーパーポ－ル

灯　具

溶融亜鉛メッキ仕上げ

単位

本

個

数量

１

１

規格・形状寸法

自動点滅器

灯柱番号標

接地明示ピン

２００Ｖ　６Ａ　ＪＩＳ２型

防滴型　単独用

ＥＤ

個

個

個

枚

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

本

１

１

１

１

８．７

２．３

１．５

１

７．８

100×200mm（高輝度反射ｼｰﾄ）

架空引込

１φ２Ｗ２００Ｖ

５０Ｈｚ

電源ケ－ブル

Ｌ

照明灯具

ＡＳ
６Ａ脱着式

照明灯単線結線図

ＥＤ

（ＪＩＳ２型）

灯具仕様（参考図）

４．適合アダプタ－：φ６０．５×Ｌｌ２０

５．遮光板が付けられる構造

１．灯具：道路用LED灯具（白色）設計条件タイプ　O

仕 様

２．防　水　性：ＪＩＳ Ｃ ８１０５-１に規定するIP２３以上

根巻きコンクリ－ト（□５００）表面水勾配２％

２５０

２
５
０

ＦＢ５０×ｔ３．０

フック７０

２
０
０

２
０
０

１
０
０

５
０
０

約１００ｍｍ

ネジ部（溶融亜鉛メッキ）

アンカ－ボルトセット

４－Ｍ２４

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用制御装置

注意事項

１．必要に応じて、照明灯具に遮光板を設ける。

３．ベースプレート付近の埋込み部には、タールエポキシ塗料を塗付する。

４．根巻きコンクリート天端は、水勾配をつける。

２．アンカーボルトが露出する際は頭部にキャップをする。

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用制御装置

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用
制御装置防滴型（単独用）

ｼﾞｮｲﾝﾄﾕﾆｯﾄ

ジョイントユニット

ジョイントユニット

コンクリート ｍ
３

基礎砕石

スパイラルダクト

接地棒

アンカーボルトセット

ＲＣ－４０

φ５００×０．６

４×Ｍ２４－Ｌ５００

Ｄ種接地　φ１０×１５００

３
ｍ

ｍ

組

本 １

１

１．５

０．０３

型枠 ｍ２ ０．５０（根巻きコンクリート用）

１８Ｎ（基礎・根巻き） ０．３６

※制御装置が内蔵されている灯具については、
照明灯具からｼﾞｮｲﾝﾄﾕﾆｯﾄへ灯具線を接続し、
アース利用の１心については柱のアース端子へ接続

ケ－ブル

ケ－ブル

ケ－ブル

ケ－ブル

灯具回路　EM-EEF1.6　－3C

接地回路　IE3.5

引込回路　EM-CE5.5　－2C

EM-CE5.5　－2C

IE3.5

点滅回路　EM-EEF1.6　－3C

EM-EEF1.6　－3C
１心　アース用

EM-EEF1.6　－3C

３．塗　装　色：標準色（設置状況により指定色による塗装仕上げ）

１．ポ－ルは溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ　Ｈ８６４１　２種　ＨＤＺ５５）仕上げとする。
　（設置状況により指定色による塗装仕上げ）

２．灯具の仕様は「道路・トンネル器材仕様書」（建設電気技術協会）による。

φ５００

φ６００

接地棒
φ１０×１５００

１
０
０

１
５
０
０

IE3.5

３
０
０

定格光束　7,000 lm 以上

定格消費電力82W以下　力率90％以上
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0
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7
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□

□

□

□

□

道路照明灯設置工

平　　塚　　市

（直線テーパーポール、単独、ベースプレート）

鋼板　PL-6
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ホルダー
ADC12

2-M8押しボルト

合いマーク

後蓋
ADC12

光源取付蓋

ADC12

M8接地ボルト

SUS304

開閉ねじ

M8抜け止めボルト

取付ボルト

SUS304

ケーブル押さえ

ファイバー

丁番軸

SUS304

SUS304

落下防止ワイヤー

端子台（カバー付き）

磁器

本体

ADC12

下面カバー

強化ガラス
水抜き穴
8箇所

角度調整ボルト
SUS304

開口部　１３０×６００
GL

φ８５

アダプタ－：φ６０．５×１２０

直線テ－パ－ポ－ル

鋼管、溶融亜鉛メッキ仕上げ

灯柱番号標

スパイラルダクト
φ５００×ｔ０．６

コンクリ－ト基礎　

アンカ－ボルトセット

再生クラッシャラン
（ＲＣ－４０）

８
０
０
０

２
０
０
０

７
５
０

一　般　図

仕　様

材料表（１基当り）

名　称

直線テーパーポ－ル

灯　具

溶融亜鉛メッキ仕上げ

単位

本

個

数量

１

１

規格・形状寸法

自動点滅器

灯柱番号標

２００Ｖ　６Ａ　ＪＩＳ２型 個

個

個

枚

１

１

１

１100×200mm（高輝度反射ｼｰﾄ）

照明灯単線結線図

灯具仕様（参考図）

４．適合アダプタ－：φ６０．５×Ｌｌ２０

５．遮光板が付けられる構造

仕 様

２．防　水　性：ＪＩＳ Ｃ ８１０５-１に規定するIP２３以上

根巻きコンクリ－ト（□５００）表面水勾配２％

２５０

２
５
０

ＦＢ５０×ｔ３．０

フック７０

２
０
０

２
０
０

１
０
０

５
０
０

約１００ｍｍ

ネジ部（溶融亜鉛メッキ）

アンカ－ボルトセット

４－Ｍ２４

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用制御装置

注意事項

１．必要に応じて、照明灯具に遮光板を設ける。

３．ベースプレート付近の埋込み部には、タールエポキシ塗料を塗付する。

４．根巻きコンクリート天端は、水勾配をつける。

２．アンカーボルトが露出する際は頭部にキャップをする。

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用制御装置

灯　具：道路用LED灯具　タイプf,g

１．灯具：道路用LED灯具（白色）設計条件タイプ　f,g

ＥＤ

送り配線

Ｌ

照明灯具

LEDﾓｼﾞｭｰﾙ用
制御装置防滴型（連接用）

防滴型　連接用

ケ－ブル

ケ－ブル

塩ビ管

接地明示ピン ＥＤ

φ１３　結露排水用

ｍ

ｍ

ｍ

本

１．５

１

１．５

コンクリート ｍ
３

基礎砕石

スパイラルダクト

接地棒

アンカーボルトセット

ＲＣ－４０

φ５００×０．６

４×Ｍ２４－Ｌ５００

Ｄ種接地　φ１０×１５００

３
ｍ

ｍ

組

本 １

１

１．５

０．０３

型枠 ｍ２ ０．５０（根巻きコンクリート用）

１８Ｎ（基礎・根巻き） ０．３６

７．８

ｼﾞｮｲﾝﾄﾕﾆｯﾄ

ジョイントユニット

ジョイントユニット

灯具回路　EM-EEF 1.6　－3C

EM-EEF 1.6　－3C
１心　アース用

接地回路　IE3.5

IE3.5

※制御装置が内蔵されている灯具については、
照明灯具からｼﾞｮｲﾝﾄﾕﾆｯﾄへ灯具線を接続し、
アース利用の１心については柱のアース端子へ接続

３．塗　装　色：標準色（設置状況により指定色による塗装仕上げ）

２．灯具の仕様は「道路・トンネル器材仕様書」（建設電気技術協会）による。

１．ポ－ルは溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ　Ｈ８６４１　２種　ＨＤＺ５５）仕上げとする。
　（設置状況により指定色による塗装仕上げ）

定格光束　7,000 lm 以上

φ５００

φ６００

接地棒
φ１０×１５００

１
０
０

１
５
０
０

３
０
０

IE3.5

定格消費電力82W以下　力率90％以上
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□

道路照明灯設置工

平　　塚　　市

電源ケーブル
１φ２W２００V
５０Hｚ

（直線テーパーポール、連続、ベースプレート）

鋼板　PL-6
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